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そのとたん、ひは きえてしまい、ストーブも きえて しまいました。
「もう いっぽんだけ…。」
おんなのこは マッチを すりました。

きのえだには むすうの ろうそくが ともり、きらきら かがやいています。
「なんて きれいなの！」
おんなのこは りょうてを のばし、さわろうとしました。
その しゅんかん、マッチのひは きえて しまいました。

こんどは おおきな 
クリスマスツリーが あらわれました。
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マッチの あかりの なかに、こんどは、テーブルが あらわれました。
テーブルには、ふかふかの パンや おいしそうな ケーキ、こんがり やけた しちめんちょうが 
あります。
おんなのこは おもわず てを のばしました。

すると、また ひは きえて しまい、テーブルも ごちそうも きえて しまいました。
おんなのこは、ふたたび マッチを すりました。

「かわいそうに。 マッチで あたたまろうと したんだね。」
あつまってきた ひとびとが くちぐちに いいました。
でも、おんなのこが さいごに みた うつくしいものを、だれも しることは できませんでした。

きょうは、いちねんの おわりのひ、おおみそか です。
つめたい ゆきの ふるなか、ひとりの ちいさな おんなのこが
マッチが たくさん はいった かごを もって あるいて いました。

よが あけ、しんねんが はじまりました。
ゆきのなかで、ちいさな おんなのこが マッチの 
もえかすを にぎったまま、つめたく なっていました。

よが あけ、しんねんが はじまりました。
ゆきのなかで、ちいさな おんなのこが マッチの 
もえかすを にぎったまま、つめたく なっていました。
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「おばあさん！」
おんなのこは さけびました。
「おばあさん！ きえないで！」
おんなのこは むちゅうで マッチのひを つけました。

「どうしよう…。」
おんなのこは こごえたてを あたためながら つぶやきました。
「マッチが うれなかったら、 また おとうさんに たたかれてしまう…。」

すると、ほしが ひとつが すう…と、ながれて いきました。
「あっ、ながれぼし！」
おんなのこは そらを みあげました。
「きっと だれかが てんごくに いくのね。」

「まあ、すてき。 なんて あたたかいのかしら…。」
おんなのこは うっとり しました。
すると、あかりの なかに、おおきな ストーブが あらわれました。
おんなのこは うれしくり　もっと ストーブに ちかづこうと しました。

「さむいし、おなかも ペコペコ…、 
もう あるけない…。」
おんなのこは、ついに 

すわりこんで しまいました。

「さむいし、おなかも ペコペコ…、 
もう あるけない…。」
おんなのこは、ついに 

すわりこんで しまいました。

すると、あたりが あかるくなり、
そのなかに 
なくなった おばあさんが あらわれました。
なつかしい、やさしい おばあさんです。

けれども 
ツリーの ろうそくの あかりは きえずに 
そら たかく のぼって いきました。
ろうそくは、
きらきら かがやく ほしに なりました。
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「マッチは いりませんか。」
「マッチは いかがですか。」
おんなのこは マッチを うって あるいていたのです。
とおりを あるく ひとびとは、みんな いそがしそうで マッチは いっぽんも うれません。

おばあさんは りょうてを ひろげて、おんなのこを やさしく だきしめました。
「おばあさん、わたしを  はなさないで！」
「だいじょうぶだよ。 これからは ずーっと  いっしょだよ。」
ふたりは まぶしい ひかりの なかを、うえへ うえへと のぼって いきました。

「そうだ。この マッチに ひを つけたら、 きっと あたたかい でしょう。」
うりものの マッチを つかうと、おとうさんに しかられて しまいます。
でも、あまりの さむさに、もう がまん できません。
おんなのこは、おもいきって マッチを すりました。

おんなのこは、なくなった おばあさんの ことばを おもいだしました。
「ほしが ひとつ ながれると、 ひとつの いのちが かみさまの ところに いくんだよ。」
おんなのこは、とても とても おばあさんに あいたくなりました。


